
入
館
者
400
万
人
達
成

市 県 民 税
国民健康保険税(普通徴収)
国民健康保険税(特別徴収)
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
国 民 年 金 保 険 料
下水道受益者負(分)担金

１　期
３　期
２　期
２　期
２　期
５月分
１　期

納期限　６月30日(火)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８

８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
5
０
２
７
８

５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

五
月
二
十
四
日(

日)

、
白
沢
高
原

温
泉「
望
郷
の
湯
」の
入
館
者
が
四
百

万
人
に
達
し
ま
し
た
。
四
百
万
人
目

の
入
館
者
と
な
っ
た
星
野
徳
子
さ
ん

(

高
橋
場
町)

は
娘
の
城
田
理
紗
さ
ん

と
孫
の
莉
子
さ
ん
と
訪
れ
、
星
野
市

長
か
ら
花
束
と
記
念
品
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。
地
域
観
光
の
通
り
道
に
あ
る

同
施
設
に
は
、
県
内
外
か
ら
年
間
二

十
三
万
人
も
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

○23

○24

薄根の大クワと利根風穴（石墨町）

世界遺産登録を目指す群馬県の絹産業遺産群
きぬさんぎょういさんぐん

の一つに本市の誇る国指定の天然記念物｢薄根の大ク

ワ｣が含まれ、推定樹齢1500年、大地に力強く根を下ろす巨樹の雄姿がまぶしい。幹の周り約８メー

トル、樹高は14メートルにも達する。まさに日本一の大クワである。真田氏改
かい

易
えき

後、前橋藩の高
たか

須
す

隼
はや

人
と

が行った貞享
じょうきょう

３(1686)年のお助け検
けん

地
ち

の際に標木
ひょうぼく

となったといい、養蚕の神木でもある。大クワ

より１キロほど北、四
し

釜
かま

川の山腹斜面に｢利根風穴｣と呼ばれる、天然の冷気の風を利用した蚕
さん

種
しゅ

貯
ちょ

蔵
ぞう

施
し

設
せつ

跡が残る。蚕種を低温保存するため、明治４(1871)年にみなかみ町真庭の小
お

野
の

利
り

兵
へ

衛
え

と沼田の

西
にし

山
やま

助右衛門
す け え も ん

によって始められたもので、一部崩れてはいるが岩を砕いた石が積まれ、風穴を囲む苔

むす石垣が往時を物語っている。種紙４万枚が貯蔵できたといわれる。当時の蔵は近くに残されてい

る。この旧跡も大事な絹産業遺産の一つである。 （沼田市文化財調査委員：金井竹徳）

人のうごき
平成21年４月30日現在(住民基本台帳による)

（ ）内は前月比

人口：53,733人(-85人) 男：26,050人(-37人)

女：27,683人(-48人) 世帯：20,051(+17)

「
あ
い
さ
つ
」、
き
ち
ん
と
し

て
い
ま
す
か
。
家
の
周
り
や
職

場
、
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
が
あ
り
ま
す
が
、「
し
た

の
に
返
し
て
く
れ
な
い
」、「
つ

い
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
」、
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

朝
、
顔
を
合
わ
せ
て
「
お
は
よ

う
」
と
ひ
と
言
掛
け
合
う
だ
け

で
、
そ
の
日
一
日
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
時
節
柄
、
う
っ
と
う
し
い

毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
軽
く
ひ

と
言
を
交
わ
す
だ
け
で
自
分
も

周
り
も
、
少
し
だ
け
晴
れ
や
か

に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

シリーズ 35

あ
い
さ
つ

ふうけつ

今月の主な内容

森林文化都市沼田

■財政状況■２－３

■行財政改革、市県民税■４－５

■一時保育と病後児保育、児童手当現況届■６－７

■介護支援センター、制度融資■８－９

■叙勲・褒章・県総合表彰、消費生活の窓■10－11

Numata City Public Relations

http ://www.city.numata.gunma.jp/

その緑　未来へおくる　宝物

５月23日（土)、第63回群馬県植
樹祭がサラダパークぬまたで行わ
れ、市内の小学生320人で結成され
た緑の少年団が元気に活躍。来年秋
県立森林公園「21世紀の森」で開催
される第34回全国育樹祭へ力強い
メッセージが贈られました。

５月23日　第63回群馬県植樹祭（サラダパークぬまた）
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広報ぬまた 平成21年６月１日

予算現額　213億9,799万円
収入済額　182億6,149万円
収 入 率　　 85.3%

予算現額
収入済額

グラフ上段
グラフ下段 (収入率)
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財
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財
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線
３
２
６
２
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あ
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ら
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る
た
め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
、
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
下
半
期
の
歳
入
歳
出
予
算
の

執
行
状
況
と
市
有
財
産
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
数
字

は
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
、
五
月
三
十
一
日
ま

で
出
納
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
、
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
下
半
期
の
歳
入
歳
出
予
算
の

執
行
状
況
と
市
有
財
産
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
数
字

は
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
、
五
月
三
十
一
日
ま

で
出
納
整
理
期
間
が
あ
る
た
め
、
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

市税収入の状況

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
特別土地保有税
入湯税
都市計画税

合　計

24億3,361万円
34億4,034万円
1億2,019万円
4億3,640万円

180万円
3,740万円

1億9,767万円
66億6,741万円

24億5,141万円
34億3,024万円
1億2,197万円
4億3,971万円

180万円
3,814万円

2億 862万円
66億9,189万円

100.7%
99.7%
101.5%
100.8%
100.0%
102.0%
105.5%
100.4%

科　目

市債(借入金)の状況

政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫

134億6,718万円
105億8,526万円
6億4,856万円
22億3,336万円
61億 790万円
50億5,743万円
6億5,799万円
3億9,248万円
28億8,221万円
224億5,729万円

財政融資資金
郵便貯金資金
簡易生命保険積立金

市中銀行等
群馬県貸付金
市町村振興協会

合　　 計

借 入 先 別

市税負担額と還元額
市民１人に使われる市のお金
市民１人が負担する税金（市税）
１世帯当たりに使われる市のお金
１世帯当たりが負担する税金（市税）

市の様子
人口
男
女
世帯数
面積

(３月31日現在)

53,818人
26,087人
27,731人

20,034世帯
443.37k㎡

39万7,599円
12万3,888円
106万8,084円
33万2,805円

現 在 高

予算現額 収入済額 収入率

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億歳入

地方交付税

市税

地方消費税
交付金

国庫支出金

市債

県支出金

分担金及び
負担金

地方譲与税

諸収入など

使用料及び
手数料

自動車取得税
交付金

繰入金

66億 701万円
66億 701万円(100.0%)

66億6,741万円
66億9,189万円(100.4%)

4億7,300万円
4億7,300万円(100.0%)

24億7,493万円
12億2,255万円(49.4%)

13億7,613万円
7億9,993万円(58.1%)

11億2,754万円
6億9,059万円(61.2%)

2億5,274万円
2億1,747万円(86.0%)

4億 482万円
2億8,297万円(69.9%)

9億 464万円
8億3,790万円(92.6%)

1億8,664万円
1億7,916万円(96.0%)

1億8,387万円
1億8,387万円(100.0%)

7億3,926万円
7,515万円(10.2%)
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市有財産の状況
土地（山林を含む）
建物
山林
無体財産権（著作権など）
出資金など
有価証券

9,225,051㎡
254,188㎡

6,569,954㎡
23件

6億 889万円
1億6,585万円

基金現在高
財政調整基金
減債基金
庁舎整備基金
合併振興基金
ふるさとづくり基金
土地開発基金
福祉振興事業基金
国民健康保険基金
保健施設整備基金
介護給付費準備基金
ふるさと水と土保全対策基金
発明くふう奨励基金
沼田城建設基金
玉原環境整備基金
奨学資金貸付基金
学校保健活動振興基金
芸術文化振興基金
図書整備基金
善行青少年顕彰基金
観光施設建設基金
温泉事業基金
老神温泉施設建設基金
水と緑の大地ふるさとぬまた基金
介護従事者処遇改善基金

合　　計

14億8,031万円
3,888万円
0.4万円

8億 31万円
9,098万円
7,378万円

1億1,796万円
6,127万円

6万円
1億7,989万円
1,000万円
200万円

6,741万円
3,942万円
913万円

1,025万円
1,033万円
300万円
430万円

1億5,130万円
1億4,372万円
1,884万円
158万円

2,667万円
33億4,139万円

特別会計の執行状況

国民健康保険
老人保健
後期高齢者医療
介護保険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業

温泉事業
合　計

64億8,662万円
6億6,077万円
4億8,400万円
34億6,644万円
4億2,351万円
23億1,249万円
2億5,338万円
2億8,378万円

143億7,099万円

53億8,004万円
6億6,845万円
4億6,221万円
30億2,168万円
3億6,046万円
19億 992万円
1億6,660万円
2億7,638万円

122億4,574万円

59億4,770万円
5億3,972万円
4億5,861万円
30億5,650万円
3億8,732万円
21億8,173万円
2億3,087万円
2億5,594万円

130億5,839万円

82.9%
101.2%
95.5%
87.2%
85.1%
82.6%
65.8%
97.4%
85.2%

91.7%
81.7%
94.8%
88.2%
91.5%
94.3%
91.1%
90.2%
90.9%

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
水道事業の状況

予算現額
収入済額
収 入 率
予算現額
支出済額
支 出 率

4億3,454万円
4億2,429万円

97.6%
4億 617万円
3億7,900万円

93.3%

1億4,085万円
1億3,971万円

99.2%
2億4,348万円
2億3,177万円

95.2%

勘定区分

収

入

支

出

収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

予算現額　213億9,799万円
支出済額　182億9,548万円
支 出 率　　 85.5%

グラフ上段
グラフ下段

予算現額
支出済額 (支出率)

50億

44億7,968万円
37億7,834万円(84.3％)

24億3,619万円
21億8,161万円(89.6％)

33億6,196万円
23億 442万円(68.5％)

32億2,244万円
32億2,244万円(100.0％)

22億4,418万円
16億7,609万円(74.7％)

28億6,342万円
26億6,431万円(93.0％)

11億 550万円
9億8,029万円(88.7％)

8億6,698万円
7億7,838万円(89.8％)

4億7,535万円
4億2,014万円(88.4％)

3億4,229万円
2億8,946万円(84.6％)

40億 30億 20億 10億 歳出

民生費

教育費

総務費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費・
労働費など



次
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
人
は
、

任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間(

保
険
料
納
付
済
み
期
間
、
保

険
料
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例

期
間
と
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
を

合
計
し
て
25
年
以
上)

を
満
た
さ

な
い
人
や
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
人

②
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た

さ
な
い
人

※
70
歳
に
な
る
ま
で
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

を
満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま
す

①
・
②
に
つ
い
て
、
加
入
の
手
続

き
は
、
市
民
課
戸
籍
年
金
係
へ
。

③
海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
日
本
人

国
内
に
親
族
な
ど
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
、
そ
の
人
に
協
力
者
に
な
っ

て
も
ら
い
、
協
力
者
を
通
じ
て
、
最

後
に
在
住
し
て
い
た
市
町
村
役
場
の

窓
口
で
手
続
き
を
行
い
、
国
内
に
協

力
者
が
い
な
い
場
合
は
、
次
の
窓
口

で
本
人
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
海
外
に
転
居
す
る
場
合

市
民
課
戸
籍
年
金
係

○
既
に
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合

日
本
国
内
の
最
後
の
住
所
地
を
管

轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所

○
本
人
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

た
こ
と
が
な
い
場
合

千
代
田
社
会
保
険
事
務
所

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
の

「
早
割
」が
お
得
で
便
利
で
す

口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限

よ
り
一
カ
月
早
め
る
こ
と
で
、
一
カ

月
当
た
り
の
保
険
料
が
五
十
円
割
り

引
き
に
な
る
制
度
で
す
。
毎
月
の
保

険
料
が
指
定
口
座
か
ら
定
期
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
早
割
」制
度

を
希
望
す
る
人
は
、①
預
貯
金
通
帳
、

②
預
貯
金
通
帳
届
け
出
印
、
③
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の(

年
金
手

帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な

ど)

を
持
参
し
、
金
融
機
関
、
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
戸
籍
年

金
係
1
内
線
３
１
２
２
、
ま
た
は
渋

川
社
会
保
険
事
務
所
1
０
２
７
９
�

１
６
０
７
へ
。
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国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
実
施
に
伴
う

本
年
度
当
初
予
算
へ
の
反
映
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係
1
内
線
３
２
２
２
、
ま
た
は
財
政
課
財
政
係
1
内
線
３
２
６
２
へ
。

行財政改革実施に伴う本年度当初予算反映額 (単位:千円)

１　財政基盤の強化 3,420

(1)収入の確保

①市有財産の有効活用(未利用遊休地の整理・売却など 2,420

の推進)

②新たな財源の確保(有料広告の掲載事業の導入)                        1,000

２　歳出構造の改革 174,404

(1)事務事業の再編整理、廃止統合

①行政事務経費の削減(電算管理経費の削減)                           22,433

②施設維持管理経費の削減(指定管理料の見直し、施設 26,742

管理委託経費の集約など)

③公用車の整理・廃止 1,791

(2)人件費などの見直し

①職員給与の削減(一部事務組合負担金波及分、時間外 39,009

勤務手当の削減)

②職員数の削減(勧奨退職による削減)                                    81,173

③臨時職員、嘱託職員の数・経費の削減 3,256

３　事務事業の見直し 12,496

市民生活に直結しない事務事業、効果に比べて多大な

費用を要する事務事業、コストを減らしても目指す効

果が期待できる事務事業の見直し

４　昨年度で終了、または休止する事務事業 30,000

５　特定目的基金の活用 110,651

基金の設置目的が達成されたもの、また基金設置目的

のための事業の財源に充てることが可能な基金の活用

６　一般財源枠配分方式による予算編成(一般財源枠を配 218,440

分する方式による削減)

歳入増加額および歳出削減額計 549,411

個
人
市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
と
は
、
今
ま
で
納
付
書

や
口
座
振
替
、
給
与
か
ら
の
天
引
き

に
よ
り
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

市
県
民
税
額
の
う
ち
、
公
的
年
金
の

所
得
に
対
す
る
税
額
の
み
を
老
齢
基

礎
年
金
な
ど
か
ら
天
引
き
す
る
制
度

で
す
。
な
お
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
税
額
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

六
月
中
旬
に
送
付
す
る「
平
成
二
十

一
年
度
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知

書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
税
通

知
書
の
見
方
は
下
の
図
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

今
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
で
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民

税
が
課
税
さ
れ
る
人

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
な
い
人
や
年
金
所
得

に
係
る
市
県
民
税
額
が
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん

実
施
時
期

今
年
10
月
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
市
民
税

係
1
内
線
３
１
４
４
へ
。
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市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収(

天
引
き)

制
度
が
始
ま
り
ま
す

【市県民税納税通知書の見方】(年金からの特別徴収)

◇年金から特別徴収(天引き)される税額は、｢平成21年度市民税・県民税納税通知書｣の３枚目を
ご覧ください

◇該当欄に税額がない場合は、年金からの天引きはされません

この制度改正に伴い、今年４月１日現在、65歳未満の人で、市県民税を給与からの天引きで

納税していただいている人のうち、公的年金所得に係る税額のある人は、その税額を普通徴収

(納付書、または口座振替)で納税していただくことになりました。



保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
用
条
件

▽
一
週
間
に
２
〜
３
日
程
度
仕
事
を

し
て
い
る
人

▽
病
気
や
家
族
の
看
護
で
育
児
が
困

難
に
な
っ
た
と
き

▽
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
育
児

が
困
難
に
な
っ
た
と
き

▽
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

き
な
ど

利
用
日
数

一
週
間
に
３
日
以
内
、ま

た
は
一
カ
月
に
14
日
以
内

申
し
込
み
方
法

直
接
、
下
表
の
一

時
保
育
実
施
保
育
園
へ

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん

を
自
宅
で
療
養
さ
せ
た
い
が
、
家
庭

で
の
育
児
が
困
難
な
と
き
に
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

実
施
す
る
保
育
園
で
は
、
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
看
護
師
一
人
を
配
置

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

利
用
条
件

１
歳
か
ら
小
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
で
、
病
気
の
回
復

期
や
け
が
の
た
め
に
集
団
保
育
が

困
難
で
、
ま
た
、
仕
事
な
ど
の
理

由
に
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
で
き

な
い
と
き

定
員

一
日
に
３
人
以
内

利
用
料

一
日
千
円(

昼
食
代
を
含
む)

申
し
込
み
方
法

利
用
希
望
日
の
前

日
ま
で
に
、
実
施
保
育
園
に
仮
予

約
を
し
て
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
に
、
必
要
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

実
施
保
育
園

沼
田
恵
保
育
園(

清

水
町
４
３
３
０)

1

４
１
６
３

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
７
へ
。

「
児
童
手
当
現
況
届
」の
受
け
付
け

を
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
六
日(

土

・
日
曜
日
を
除
く)

ま
で
、
社
会
福

祉
課(

東
原
庁
舎
内)

、
白
沢
町
・
利

根
町
市
民
課
で
行
い
ま
す
の
で
、
提

出
を
お
願
い
し
ま
す(

郵
送
で
も
受

け
付
け
ま
す)

現
況
届
は
、
六
月
一
日
現
在
の
児

童
の
養
育
状
況
や
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
、
提
出
し
な
い
と
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
分
以
降

の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
六
月
十

日
前
後
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
し

て(

す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

に
つ
い
て
は
確
認
を
し
て)

提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
勤
務
先
の
証
明

が
必
要
で
す
。

※
平
成
20
年
分
の
所
得
申
告
は
必

ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

●
添
付
書
類

次
に
該
当
す
る
人
は
、
現
況
届
に

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

▽
今
年
１
月
１
日
現
在
で
、
受
給
者

の
住
所
が
本
市
に
無
か
っ
た
場
合

に
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が

発
行
し
た「
平
成
21
年
度
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
」を
１
通

▽
児
童
の
住
所
が
本
市
以
外
に
あ
る

場
合
に
は「
そ
の
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し(

省

略
の
な
い
も
の)

」を
１
通
と
監
護

生
計
同
一
申
立
書(

窓
口
に
あ
り)

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
８
へ
。
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◆
一
時
保
育

◆
病
後
児
保
育

一
時
保
育
と
病
後
児
保
育

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
一
時
保
育

と
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受給者の皆さん

児童手当現況
届の手続きを
忘れずに！

一時保育実施保育園

保育園名

沼田恵保育園

ぬまた南保育園

川田保育園

10カ月～就学前

10カ月～就学前

１歳～就学前

清水町

4330

東原新町

1411-5

下川田町

540

平　日　午前８時30分～午後４時

土曜日　要相談

平　日　午前８時30分～午後４時

土曜日　午前８時30分～正午

平　日　午前８時30分～午後４時

土曜日　午前８時30分～正午

一律　　　2,250円

３歳以上　1,500円

３歳未満　2,000円

３歳以上　1,500円

３歳未満　2,000円

所在地 対象年齢 利用時間 電話
利用料金

(日額・飲食費含む)

1○24４１６３

1○22５５１９

1○23１５９９

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

利用者の皆さんへ介護保険
高齢福祉課介護保険係1内線７７２５３・７７２６３・７７２６４

介護保険施設を利用する場合に
申請により利用者負担限度額が軽
減されます。軽減を受けるには｢介
護保険限度額認定証｣の交付を受け
る必要があります。
※現在、認定証の交付を受けてい
る人も、６月30日で有効期限が
切れますので、引き続き利用す
るには再度申請が必要です
申請方法 高齢福祉課介護保険係
または各振興局市民課で申請し
てください
対象サービス 特別養護老人ホー
ム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、地域密着型介護老人福祉施設、ショートステイ

社会福祉法人が運営する施設などでサービスを受
ける場合に、生活が困難な人の利用者負担額が軽減
されます。
※今年４月から平成23年３月31日までの軽減割合は
４分の１を28.0％、２分の１を53.0％とします(食
費、居住費(滞在費)、宿泊費は除く)
申請方法 高齢福祉課介護保険係、または白沢町・
利根町市民課へ申請書と収入や資産、扶養状況に
関する申告書を提出しください
対象サービス 訪問・通所・短期入所生活・夜間対
応型訪問・認知症対応型通所・小規模多機能型居
宅介護(以上、介護予防)、地域密着型介護老人福
祉施設入所者生活介護、介護老人福祉施設

市では、収入が少なく、特に生活
が困難な人が介護保険の居宅サービ
スを利用する場合に、サービスの利
用促進を図るため、利用者負担の助
成を行っています。
助成期間 翌年６月末日までを期間
として、申請した月から助成しま
す
助成金額 対象サービスにおける自
己負担額の２分の１を助成します
申請方法 申請書に世帯の収入に関
する届け出書を添えて、高齢福祉
課介護保険係へ

※( )内の金額は介護老人福祉施設、短期入所生活介護の従来型個室を使用した場合

対象要件と基準費用額(日額)

対象者要件

生活保護受給者、または老
齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税の人

820円 490円
490円

(320円)

490円

(420円)

1,310円
(820円)

490円

1,310円

0円

320円

320円

300円

390円

650円

820円

1,640円

市民税非課税世帯で、合計
所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の人
市民税非課税世帯で、上記
の項目に該当しない人

ユニット
型 個 室

ユニット
型準個室

従来型
個　室

多床室
食費の
負　担
限度額

居住費の負担限度額

●居住費・食費負担が軽減されます

●利用者負担額が軽減されます

●居宅サービス利用者負担の助成を行っています

対象になる人の基準
老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人

世帯全員が市民税非課税で、次のすべてに該当する人
①単身世帯で年間収入が150万円以下。世帯員が１人
増えるごとに50万円を加算した額以下であること
②預貯金や有価証券などの額が単身世帯で350万円以
下で世帯員が１人増えるごとに100万円を加算した
額以下であること
③日常生活のために必要な資産以外に利用できる資産
などを持っていないこと
④負担能力のある親族などに扶養されていないこと
⑤介護保険料を滞納していないこと

１／２

１／４

減額割合

※生活保護受給者は、該当になりません

対象要件

市内に住所があり、次のすべてに該当す
る人
①介護保険の要介護(要支援)認定者
②生計を同じくする世帯員全員が市民税
非課税であること
③世帯の前年分の収入が生活保護基準を
下回るか、それと同程度であると認め
られる世帯であること
④被保険者本人に課せられている保険料
などを滞納していないこと
⑤資産を活用しても、なお生活が困窮の
状態にあること

①訪問介護(介護予防) 
②訪問入浴介護(介護予防)
③訪問看護(介護予防)
④訪問リハビリテーション(介護予防)
⑤通所介護(介護予防)
⑥通所リハビリテーション(介護予防)
⑦短期入所生活介護(介護予防)
⑧短期入所療養介護(介護予防)
⑨福祉用具貸与(介護予防)
⑩認知症対応型通所介護(介護予防)
⑪小規模多機能型居宅介護(介護予防)
⑫夜間対応型訪問介護

対象サービス



8

広報ぬまた 平成21年６月１日

介護に関する相談はお気軽に

在宅介護支援センター
高齢福祉課高齢福祉係1内線７７２５５

専門の相談員が皆さんの介護の悩みや相談にお答えします

市では、介護や介護予防などのあらゆる相談に答える窓口として、｢在宅介護支援センター｣を設置しています。

経験と知識を持った相談員が、皆さんの介護の悩みや福祉サービス利用などの相談をはじめ、介護保険の利用手続きの

申請代行なども行っています。

また、高齢者の一人暮らしや高齢のためこれからの生活に不安がある人などの相談に、無料でお答えします。

在宅介護支援センターは、皆さんがお住まいの中学校区で受け持ちを区分しており、相談員には守秘義務が課せられて

いますので、安心してご相談ください。

なお、同センターは、地域包括支援センターの窓口にもなっています。

宮内静子相談員

利根町大楊1085-3

1○56４６０６
■担当区■
利根町管内

利根在宅介護支援センター

高橋綾子相談員

久屋原町336-5

1○22８４００
■担当区■

沼田南中学校区
沼田東中学校区

在宅介護支援センター　ゆうゆう・うちだ

角田二三代相談員

白沢町平出135-1

1○20９１９０
■担当区■
白沢町管内

白沢在宅介護支援センター

山田幸枝相談員

戸鹿野町375-1

1○22８８１１
■担当区■

沼田西中学校区
薄根中学校区

在宅介護支援センター　花の苑

金子美智相談員

横塚町957-2

1○23８８１６
■担当区■
沼田中学校区
池田中学校区

在宅介護支援センター　ききょう
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●
特
定
健
診
と
今
ま
で
の

健
診

今
ま
で
の
健
診
は
、
個

別
の
病
気
の
早
期
発
見
や

治
療
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
死
亡

原
因
に
占
め
る
生
活
習
慣

病
の
割
合
は
お
よ
そ
六
割

に
も
な
り
、
そ
の
発
症
前

の
段
階
で
食
い
止
め
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
か
ら
四
十

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
人
を

対
象
に
、
特
定
健
診
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
内
臓
脂
肪

に
よ
る
肥
満
に
加
え
、
高
血
圧

や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
と
い
っ

た
危
険
因
子
を
併
せ
持
っ
た
状

態(

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム)

の
人
や
予
備
群
の
人
を

発
見
し
、
保
健
指
導
で
生
活
習

慣
の
改
善
を
図
り
、
病
気
を
予

防
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

●
健
診
検
査
値
は
推
移
が
大
切

特
定
健
診
は
、
従
来
の「
あ
お
ば

の
健
診
」を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

変
更
点
は
、
動
脈
硬
化
の
危
険
性

を
よ
り
把
握
す
る
た
め
、
腹
囲
測
定

の
追
加
と
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
測
定

が
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
測
定
に

変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
値
は
、
予
防
の
観
点
か
ら
、
や
や

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
は
、
受
け
た
だ
け
で
終
わ
り

に
せ
ず
、
結
果
を
保
存
し
て
、
毎
年

の
変
化
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
保
健
指
導
は
生
活
習
慣
改
善

へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

特
定
健
診
を
受
診
し
た
結
果
、
特

定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
人
に

は
、
保
険
者
か
ら
通
知
が
届
き

ま
す
。
積
極
的
に
保
健
指
導
を

受
け
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
今
な
ら
生
活
習
慣
病

を
予
防
で
き
ま
す
。

●
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め

に
▼
年
に
一
度
は
し
っ
か
り
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
特
定
健
診
の
ほ
か

に
後
期
高
齢
者
健
診
や
が
ん
検

診
、
結
核
健
診
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
健
診
結
果
を
生
か
し
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
自
分
の

体
の
こ
と
を
い
つ
で
も
相
談
で
き
る

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治

療
が
必
要
な
と
き
は
、
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
、
病
気
の
芽
を
早
め
に

摘
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
予
防
係

1
内
線
７
６
２
０
６
へ
。

健
康
③

ご利用ください　市の制度融資

※表の内容は、４月１日現在です。また、申し込みは、随時受け付けています

商工観光課商業振興係1内線３２５３　

制度名

小口資金

中小企業設
備近代化資
金

中小企業経
営振興資金

勤労者生活
資金

勤労者住宅
建設資金

特別小口
資金

市内で同一事業を１年以上営んで
いる中小企業者と中小企業団体で
市税を完納している者。(個人事
業者については、市内に１年以上
居住している者)

運転資金
設備資金

1,250万円 運転６年以内
設備８年以内
※うち据え置
き６カ月以
内

2.4％ 取り扱い
金融機関

取り扱い
金融機関

取り扱い
金融機関

中央労働
金庫沼田
支店

2.4％

2.4％

2.1％

2.4％

８年以内
※うち据え置
き１年以内

６年以内
※うち据え置
き１年以内

５年以内

20年以内

1,000万円

中小企業者
1,000万円
中小企業団体
2,000万円

設備資金

経営安定のた
めの運転資金、
設備近代化を
図った場合の
増加運転資金、
他業種への転
換資金
医療費・冠婚
葬祭費・教育
費・災害復旧
費・耐久消費
財購入費

住宅資金(新
築・増改築資
金、住宅・土
地購入資金)

従業員20人以下(商業・サービス
業は５人以下)の小企業者で、過
去１年間に市民税所得割が課税さ
れ完納している者。ほかの保証付
き融資を利用していない者

市内で同一事業を１年以上営んで
いる中小企業者・団体で、市税を
完納している者

市内で同一事業を１年以上営んで
いる中小企業者と中小企業団体
で、市税を完納している者

市内に１年以上居住、または市内
の同一事業所に１年以上勤務する
勤労者で、前年の源泉徴収票と所
得証明書などが提出でき、資金の
償還が確実と認められる者

市内に１年以上居住、または市内
の同一事業所に１年以上勤務する
勤労者で、市内に自分の居住する
住宅の敷地を取得、または住宅を
建築(購入)しようとする者

融資対象 資金使途 限度額 期間 利率 申し込み

中
小
企
業
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

150万円

600万円 取り扱い
金融機関

医療の前にまず予防！
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広報ぬまた 平成21年６月１日

二
十
三
年
間
県
木
材
組
合
役
員
と

し
て
地
域
林
業
の
振
興
の
た
め
に
ご

尽
力
さ
れ
、
そ
の
長
き
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
林
業
が
発
展
す
る
よ
う
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
若
手
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
。
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
か
ら
市
職
員
、
そ

の
後
助
役
と
し
て
四
十
六
年
の
長
き

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
た
め
に
精
一
杯
勤
め
て
き
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
大
変
あ
り
が
た

い
。
支
え
て
く
れ
た
家
族
と
ご
支
援

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
八
年
間

小
中
学
校
の
教
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

沼
田
小
学
校
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

そ
の
長
き
に
わ
た
る
教
育
活
動
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
章
で
き
た
の
は
、
多
く
の

人
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

あ
り
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
社
会
の
た
め
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
か
ら
二
十
七
年
間

調
停
委
員
と
し
て
、
紛
争
の
解
決
に

ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
長
き
に
わ
た
る

功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

常
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
公
平

公
正
に
接
し
て
き
ま
し
た
。
調
停
で

仲
直
り
し
て
く
れ
た
と
き
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
。
健
康
を
支
え
て
く

れ
た
家
族
と
皆
さ
ん
の
ご
指
導
に
感

謝
し
ま
す
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
農
水
産
業
】

宇
敷
淳
一
さ
ん(

戸
鹿
野
町)

野
菜
栽
培(

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど)

【
土
木
】

�
宮
健
吾
さ
ん(

坊
新
田
町)

群
馬
建
築
士
会
副
会
長

金
子
�
志
さ
ん(

東
原
新
町)

県
砕
石
工
業
組
合
副
理
事
長

【
教
育
】

山
田
稔
さ
ん(

東
倉
内
町)

県
水
泳
連
盟
副
会
長

�田　貫さん
(東原新町)

阿形　登氏さん
(東倉内町)

下田　順三さん
(栄町)

�田　巖さん
(利根町青木)

春の叙勲･褒章･県総合表彰
さまざまな分野で活躍され、その発展と振興などに功績のあった人に贈られる春の叙勲・褒

章が発表され、本市からは４人が受章されました。また、県総合表彰は４人が受賞されました。

議長に布施辰二郎氏

副議長に石田宇平氏が就任

市議会臨時会が５月11日(月)に開催されました。

この議会の冒頭で行われた議長、副議長選挙

で、第29代議長に布施辰二郎氏(西倉内町、69

歳)が、副議長に石田宇平氏(東原新町、58歳)が

それぞれ当選され、就任されました。

旭
日
双
光
章【
林
業
振
興
功
労
】

瑞
宝
双
光
章【
地
方
自
治
功
労
】

瑞
宝
双
光
章【
教
育
功
労
】

藍
綬
褒
章

石田宇平副議長布施辰二郎議長

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
、
架
空
請
求

詐
欺
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
や
定

額
給
付
金
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
っ
た
ら
、
必
ず
周
り
の
人
に

確
認
し
て
か
ら
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
悩
ま
ず
に
相
談
を
◆

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
高

額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
り
、
業
者

か
ら
不
当
な
請
求
を
受
け
て
困
っ
て

い
る
人
、
多
額
の
金
銭
債
務
に
悩
ん

で
い
る
人
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

悪
質
商
法
の
手
口
を
紹
介
し
、
自

分
を
悪
質
業
者
か
ら
守
る
た
め
の
無

料
出
前
講
座
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
�
１
５

０
０
、
フ
ァ
ク
ス
�
１
５
０
１

相
談
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

「
沼
田
高
校
で
生
物
の
教
員
を
し
て

い
た
と
き
に
高
校
時
代
の
恩
師
に
誘

わ
れ
て
入
会
し
、
三
十
四
年
目
に
な

り
ま
し
た
」と
話
す
小
林
さ
ん
。
昨
年

四
月
か
ら
、
利
根
沼
田
自
然
を
愛
す

る
会
の
六
代
目
会
長
を
務
め
て
い
る
。

同
会
は
、
昭
和
三
十
年
に
沼
田
高

校
の
卒
業
生
な
ど
に
よ
り
発
足
。
現

在
は
、
玉
原
高
原
を
中
心
と
し
て
自

然
観
察
会
や
ブ
ナ
の
移
植
を
行
う
な

ど
、
自
然
を
保
護
・
保
全
す
る
活
動

を
五
十
年
以
上
も
続
け
て
い
る
。

「
こ
の
会
に
は
、
各
分
野
で
深
い
知

識
を
持
っ
た
人
が
大
勢
い
て
、
お
互

い
を
高
め
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
玉
原
高
原
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
地
域
の
自
然

小林
こばやし

敏
とし

夫
お

さん（西原新町）

利根沼田自然を愛する会 会長

第
27
回

の
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
会
に
聞

け
ば
何
で
も
分
か
る
と
い
う
よ
う
な

存
在
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
」

こ
れ
か
ら
新
緑
の
時
期
を
迎
え
、
山

登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む

人
が
ま
す
ま
す
増
え
る
季
節
に
な
る
。

「
今
あ
る
自
然
を
次
の
世
代
に
大
切

に
残
し
た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で

自
然
と
向
き
合
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

今
あ
る
自
然
を
次
の
世
代
に
大
切
に
残
し

た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が
大
事
。

事例
｢あなたは総合情報サイトに登録していま
す。無料期間中に退会手続きがとられていま
せんので、登録料が未払いのままです。この
まま放置しますと、利用規約に従って身辺調
査を行います。連絡がない場合は、身辺調査
の後、回収業者に依頼し、少額訴訟を起こし
ますのでご了承ください｣という内容のメー
ルが携帯電話にきたが、全く身に覚えがない。
アドバイス
携帯電話を持っている人ならば、若者に限
らず、誰でも架空請求が届く可能性がありま
す。このようなメールが届いた場合、身に覚
えがなければ、何もせず様子を見てください。
心配になって返信連絡すると、かえって個人
情報を漏らすことになってしまいますので十
分注意が必要です。

昨年度の相談状況

相談者の年代

相談件数 436件(苦情404件、問い
合わせ32件)

男女別 男168人、女244人、団体24
電話・来所別相談 電話222件、来
所214件

消
費
生
活
の

窓



社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
利
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

沼
田
利
根
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ(

下

之
町)→

①
タ
オ
ル
二
千
本
②
Ａ
Ｅ

Ｄ
一
台
▽
利
根
沼
田
地
区
労
働
者
福

祉
協
議
会(

白
岩
町)→

三
万
円
▽
沼

田
商
工
会
議
所
青
年
部(

西
倉
内
町)

→

三
万
二
千
八
百
円
▽
智
和
美
会

(

西
原
新
町)→

五
万
円
▽
沼
田
市
舞

踊
協
会(

下
久
屋
町)→

十
万
円
▽
沼

田
市
婦
人
会(

東
原
新
町)→

十
一
万

五
千
五
百
三
十
円
▽
沼
田
盆
苦
楽
会

(

柳
町)→

二
万
二
千
三
百
円
▽
�
田

金
男(

栄
町)→

五
万
円

12

岡
谷
町
八
木
節
保
存
会
は
、
岡

谷
町
青
年
団
、
岡
谷
町
民
芸
保
存

会
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
八
木
節

を
次
の
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
仲
間

が
集
ま
り
、
平
成
十
二
年
四
月
に

結
成
し
ま
し
た
。
毎
月
二
十
五
日

に
岡
谷
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
語
り
・
太
鼓
・
笛
・
踊
り
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
町
の
祭
り

や
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
を
行

い
、
ひ
と
語
り
二
十
番
以
上
も
あ

る
八
木
節「
国
定
忠
治
」を
披
露
し

て
い
ま
す
。
町
お
こ
し
に
な
れ
ば

と
、
若
い
人
た
ち
に
も
参
加
を
呼

び
掛
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
会
が
充

実
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

岡谷町
八木節保存会
会員数40人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

191

（敬称略）

と
き

６
月
18
日(

木)

午
後
２
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
２

階
ホ
ー
ル

講
師

群
馬
県
史
編
さ
ん
調
査
委
員

渋
谷
浩
さ
ん

募
集
人
員

200
人(

先
着
順)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
講
料

無
料

申
し
込
み

電
話
で
沼
田
商
工
会
議

所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
議
所
1
�

１
１
３
７
へ
。

歴
史
講
演
会

『
真
田
氏
と
沼
田
！
』

城
下
町
沼
田
の
基
礎
を
築
い
た
真

田
家
九
十
一
年
間
を
、
今
に
残
る
史

跡
の
紹
介
と
と
も
に
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

講
演
会

と
き

７
月
４
日(

土)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
２
階

テ
ー
マ

真
田
氏
と
沼
田
城

講
師

天
桂
寺
住
職
　
阿
部
秀
典
さ
ん

参
加
費

無
料

定
員

40
人

申
し
込
み

社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
へ

資
料
展

と
き

６
月
27
日(

土)

〜
７
月
５
日

(

日)

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
２
階

特
設
会
場

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
４
へ
。

市
民
文
化
大
学
歴
史
講
座
と

資
料
展

広報ぬまた 平成21年６月１日

今
回
の
行
き
先
は
、
長
野
県
湯
ノ

丸
山
で
す
。
地
蔵
峠
駐
車
場
か
ら
ツ

ツ
ジ
平
・
霧
鐘
の
塔
を
経
て
、
湯
ノ

丸
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。
昼
食
後
、

臼
窪
湿
原
を
経
て
の
下
山
で
す
。

と
き

６
月
28
日(

日)

午
前
７
時
市

役
所
出
発
、
午
後
５
時
帰
着
予
定

※
雨
天
決
行

定
員

80
人(

バ
ス
２
台)

対
象

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
人

参
加
費

二
千
二
百
円
　
　
　
　

※
申
し
込
み
後
の
参
加
費
の
払
い
戻

し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
欠
席
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
代
わ
り
の
人
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す

持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

履
き
物

登
山
靴
、
ま
た
は
履
き
慣

れ
た
運
動
靴

申
し
込
み

６
月
16
日(

火)

か
ら
参

加
費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
１
人
が
申
し
込
め
る
人
数
は
２
人

ま
で
で
す

※
地
区
公
民
館
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
童
謡
作

詞
家
の
林
柳
波
を
顕
彰
す
る
た
め
、

童
謡
詩
を
募
集
し
ま
す
。

柳
波
の
千
余
編
を
超
え
る
詩
の
中

に
は
、
ふ
る
さ
と
沼
田
や
母
を
詠
っ

た
詩(

「
帰
省
」
、「
天
桂
寺
の
一
本

橋
」
、「
母
を
懐
ふ
」な
ど)

が
多
数
あ

り
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
思
い
を
童
謡
詩
に

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

制
限
な
し

応
募
作
品

童
謡
詩(

テ
ー
マ
、
形

式
は
自
由)

。
一
人
一
編
。
自
作
、

未
発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
方
法

400
字
詰
め
の
原
稿
用
紙

(

Ａ
４
版)

を
使
用
。
１
枚
目
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業(

児
童
・
生
徒
は
学
校
名
と

学
年)

、
電
話
番
号
、
２
枚
目
以

降
に
題
名
と
作
品
を
書
い
て
、
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

審
査
員

高
階
杞
一
さ
ん(

詩
人)

、

中
川
李
枝
子
さ
ん(

童
謡
作
家)

、

沼
田
市
長

締
め
切
り

９
月
４
日(

金)

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
の
消
印
有
効

入
賞

柳
波
賞

１
点(

副
賞
20
万
円)

※
小
中
学
生
の
部
か
ら
選
ば
れ
た
場

合
は
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分

優
秀
賞

一
般
の
部
１
点(

副
賞
10

万
円)

、
小
中
学
生
の
部
１
点(

副

賞
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分)

佳
作

一
般
の
部
５
点
、
小
中
学
生

の
部
８
点

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
市
と
市

教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
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参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
102
回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

中
央
公
民
館
1

０
１
４
３

○23

－長野県湯ノ丸山－
湯ノ丸山は花高原として知

られ、国の特別天然記念物の
レンゲツツジの大群落や抜群
の展望が楽しめます。

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い

て
、
ま
た
、
学
校
や
地
域
の
中
、
家

族
や
友
達
と
の
間
で
体
験
し
た
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
詩
や
作
文
に

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
部
門

小
学
生

詩
の
部
・
作
文
の
部

中
学
生

詩
の
部
・
作
文
の
部

応
募
作
品
　
詩
・
作
文

※
一
人
一
部
門
一
作
品
。
作
品
は
、

原
稿
用
紙
５
枚
以
内
と
し
、
自
作
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

締
め
切
り

10
月
16
日(

金)

応
募
先

〒
378-

０
１
２
１
白
沢
町

高
平
１
番
地
し
ら
さ
わ
望
郷
ク
ラ

ブ
事
務
局(

白
沢
町
教
育
支
所
内)

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

※
応
募
の
際
に
ご
提
供
い
た
だ
く
個

人
情
報
は
、「
ふ
る
さ
と
文
学
賞
」

に
関
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
市
や

主
管
団
体
の
発
行
物
な
ど
に
発
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

あ
な
た
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
童
謡
詩
に
し
て
く
だ
さ
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

第
11
回
柳
波
賞

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２

白
沢
町
教
育
支
所
1

２
２
９
１

第
６
回
お
の
ち
ゅ
う
こ
う

「
ふ
る
さ
と
文
学
賞
」

○53



六
月
は
環
境
月
間
、
ま
た
六
月
五

日
は「
環
境
の
日
」で
す
。

地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
世
界
的
な

問
題
か
ら
身
近
な
ご
み
問
題
ま
で
、

環
境
問
題
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
か

ら
社
会
全
体
の
活
動
の
あ
り
方
ま
で

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
環
境
の

こ
と
を
考
え
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
房
の
温
度
を
１
度
高
く
、暖
房
の

温
度
を
１
度
低
く
設
定
し
ま
し
ょ
う

○
シ
ャ
ワ
ー
を
一
日
１
分
、
家
族
全

員
が
減
ら
し
ま
し
ょ
う

○
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
使
い
ま

し
ょ
う

○
炊
飯
器
の
保
温
を
や
め
ま
し
ょ
う

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
光
を
直

接
電
気
に
変
え
る
の
で
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
が
な
く
な
り
ま
す
。
本
市
は
日
照

時
間
が
長
く
、
太
陽
光
発
電
に
適
し

た
地
域
で
す
。
市
で
は
今
年
度
か
ら

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

補
助
金
の
額

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
２
万
５
千
円(

上
限
10
万
円)

交
付
対
象
者

▽
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
な
ど

▽
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

▽
年
度
中
に
設
置
工
事
を
完
了
し
、

報
告
書
の
提
出
が
で
き
る
人

申
し
込
み

設
置
工
事
着
工
前
、
ま

た
は
建
売
住
宅
購
入
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

ブ
ナ
幼
樹
を
掘
り
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
林
に
穴
を
開
け
、
各
自
一
本
移
植

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
移
植
後
、
玉
原

高
原
の
自
然
観
察
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

６
月
21
日(

日)

午
前
10
時
〜

11
時
30
分(

雨
天
決
行)

と
こ
ろ

玉
原
高
原
中
心
広
場(

現

地
集
合
・
解
散)

講
師

利
根
沼
田
自
然
を
愛
す
る
会

定
員

30
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料

持
ち
物
・
服
装

汚
れ
て
も
よ
い
服

装
・
靴
、
移
植
ご
て
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
雨
具
、
水
筒
な
ど

そ
の
他

双
眼
鏡
、
カ
メ
ラ
、
昼
食

な
ど
が
必
要
な
人
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

６
月
15
日(

月)

ま
で
に

環
境
生
活
課
環
境
係
へ

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政
に

対
す
る
建
設
的
な
提
言
や
要
望
、
ま

た
、
身
近
な
問
題
や
関
心
の
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聞
く

と
と
も
に
、
こ
れ
を
市
政
の
参
考
に

し
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
昭
和
六
十
三

年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十
二
人

の
皆
さ
ん
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー(

敬
称
略)

▽
星
野
公(

高
橋
場
町)

▽
原
ふ
み
子

(

鍛
冶
町)

▽
�
�
時
男(

上
沼
須
町)

▽
戸
部
紀
義(

岡
谷
町)

▽
片
野
征
平

(

硯
田
町)

▽
佐
藤
昇(

井
土
上
町)

▽

小
林
稔(

上
川
田
町)

▽
茂
木
清
七(

下

川
田
町)

▽
中
林
亘(

白
沢
町
上
古
語

父)

▽
小
林
義
之(

白
沢
町
下
古
語
父)

▽
金
子
政
治(

利
根
町
高
戸
谷)

▽
鈴

木
由
紀
子(

利
根
町
日
影
南
郷)
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ぬまた環境ネット設立
４月21日(火)、市内環境活動団体
をネットワーク化した組織｢ぬまた
環境ネット｣が設立されました。参
加団体はさまざまな環境啓発イベン
トを行う予定です。また今後は、事
業者などもメンバーとして増やして
いく予定です。

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

し
ま
し
た

環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
〜
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
金
〜

あ
な
た
の
手
で
森
を
作
ろ
う
！

ブ
ナ
幼
木
移
植
参
加
者
募
集

環境生活課環境係1内線７７３７２
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

５月７日(木)～８日(金)

大蛇みこしが温泉街を練り歩く
老神温泉大蛇まつり

「老神温泉大蛇まつり」が開催され、子どもや
若者が蛇みこしを担ぎ、大きな掛け声や和太
鼓を響かせ、勇ましく温泉街を練り歩きました。

５月10日(日)

新緑に囲まれ、和を楽しむ
花の大茶会

沼田公園で沼田茶道会主催の｢花の大茶会｣が
開催されました。新緑に囲まれた会場に多く
の人たちが訪れ、茶の香りを楽しみました。

５月19日(火)

きれいな公園にしよう
公園・緑地ふれあいイベント

沼田駅前フラワー広場で｢公園・緑地ふれあ
いイベント｣が行われ、榛名幼稚園の園児た
ちがマリーゴールドの植え付けを行いました。



ふ
る
さ
と
納
税
は
、
個
人
住
民
税

の
一
部
を
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
や
応

援
し
た
い
自
治
体
な
ど
に
納
め
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
制
度
で
す
。
市
で

は
、「
水
と
緑
の
大
地
ふ
る
さ
と
ぬ
ま

た
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
市
を
応

援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
へ
周
知
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
外
の
ご
親
戚
や

ご
友
人
な
ど
に
、
制
度
の
ご
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
３
へ
。

七
月
一
日
、
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基

礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
が
対
象
と
な
る
統
計
調
査
で

す
。
調
査
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
行

政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
、
調
査
方
法
は
、
知
事

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所

を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
調
査
内
容

を
他
人
に
話
し
た
り
、
調
査
結
果
を

統
計
法
に
規
定
さ
れ
た
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
３
へ
。

市
で
は
、
県
の
特
定
疾
患
医
療
給

付
、
ま
た
は
現
在
小
児
慢
性
特
定
疾

患
医
療
給
付
を
受
け
て
い
る
人
や
人

工
肛
門
・
ぼ
う
こ
う
の
手
術
を
受
け

た
人
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請

該
当
す
る
人
は
、
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

へ

※
継
続
し
て
申
請
す
る
人
は
、
受
給

者
証
の
写
し
の
提
出
が
必
要

用
意
す
る
も
の

医
療
受
給
者
証(

継

続
申
請
を
す
る
人
で
、
小
児
は
今

年
７
月
１
日
以
降
、
大
人
は
今
年

10
月
１
日
以
降
の
特
定
疾
患
の
受

給
者
証
に
限
る)

、
印
鑑
、
預
金
通

帳詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
８
へ
。

子
育
て
に
関
す
る
情
報「
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
再
版
し
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

社
会
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
／
市
民
課
市
民
係
／
健
康
課

保
健
係
／
白
沢
町
・
利
根
町
市
民

課
保
健
福
祉
係

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
７
５
へ
。

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
で
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
や
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
な
ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
当
日
は
ハ
ー
ブ
園
で
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
21
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

10
グ
ラ
ム
100
円(

12
本
程
度)

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
募
集

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
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お
知
ら
せ

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

〜「
ふ
る
さ
と
沼
田
」を

応
援
し
て
く
だ
さ
い
〜

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
へ

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
再
版

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を

と　き 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなし

のへや

６月20日(土)

７月４日(土)

６月・７月

｢パパ　だいすき｣

｢くものこどもたち｣

片桐伊
い

知
ち

朗
ろう

くん（２歳10カ月）

いちくんは、乗り物が大好き
で、ダンプやパトカーを見つけ
ると大騒ぎ。おとうたんの日曜
大工を手伝ったり、おじいちゃ
んとたけのこ採りに出掛けまし
た。大きな声であいさつできる
元気な男の子です。(高橋場町)

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

を
行
い
ま
す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

で
展
示
し
、
入
選
者
や
応
募
者
に
も

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

受
付
期
間

６
月
１
日(

月)

〜
15
日

(

月)

受
付
場
所

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

表
彰
式

６
月
21
日(

日)

午
後
２
時
　

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク

ぬ
ま
た
1

９
３
０
１
へ
。

◇
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
つ
い
て

市
内
で
三
千
㎡
以
上
の
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
、
施
設
の
整
備
を
行

う
場
合
は
、
事
前
に
開
発
計
画
に
対

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
建
築
す
る
た
め
、
土
地
の

区
画
形
質
の
変
更
を
行
う
開
発
行
為

面
積
が
、
都
市
計
画
区
域
内
で
は
三

千
㎡
以
上
、
同
区
域
外
で
は
一
万
㎡

以
上
の
場
合
は
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
開
発
計
画
を
行
う
と
き
は
、
都

市
計
画
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
土
地
取
引
の
届
け
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
内
で
は
五
千
㎡
以

上
、
同
区
域
外
で
は
一
万
㎡
以
上
の

土
地
の
売
買
契
約
、
譲
渡
担
保
、
代

物
弁
済
、
交
換
な
ど
の
取
引
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に

よ
り
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

契
約
締
結
後
、
二
週
間
以
内
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
市
を
経
由
し
て

県
知
事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
計
画
係
1

内
線
４
２
２
７
ヘ
。

農
業
者
年
金
の
受
給
者
に
は
、
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
現
況
届
の
用
紙

が
五
月
末
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
ま
た
は
最

寄
り
の
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

提
出
期
限

６
月
30
日(

火)

提
出
場
所

農
業
委
員
会
事
務
局

※
現
況
届
が
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
支

払
い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

農
業
者
年
金
の
相
談

何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の

相
談
を
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
窓
口

農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

の
各
支
所

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
内

線
３
２
３
３
へ
。

今
年
三
月
に
中
学
校
、
高
校
、
大

学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
利

根
沼
田
地
区
の
事
業
所
に
就
職
し
た

皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
８
日(

水)

午
前
10
時
開
会

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ

参
加
費

１
人
千
円(

事
業
主
負
担)

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
参
加

費
を
添
え
て
、
６
月
24
日(

水)

ま

で
に
商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

変
更
に
な
っ
た
中
心
市
街
地
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
関
係
図

書
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま

す
。

縦
覧
場
所

街
な
か
対
策
課(
中
町)

縦
覧
期
間

事
業
終
了
ま
で
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分(

土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
街
な
か
対
策
課

1
�
１
１
８
６
へ
。
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開
発
行
為
に
は
事
前
協
議
を
！

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を
！

農
業
者
年
金
の
現
況
届

新
規
学
卒
就
職
者

激
励
親
睦
の
つ
ど
い

6月1.8.15.22～30日／
7月6.13.20.27.31日

７月の巡回移動図書の日程
７月 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校17日（金）

16日
（木）

15日
（水）

14日
（火）

10日
（金）

９日
（木）

８日
（水）

３日
（金）

７日
（火）

２日
（木）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

サクランボ園が６月中旬以降に各地域で

オープンし、サクランボ狩りが楽しめます。

おいしいサクランボを味わってください。

※地域によりオープンが異なります

詳しいことは、沼田ふるさと館1�１３

００へ。

サクランボ園オープン

土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
長
期
縦
覧



経
済
産
業
省
の「
中
心
市
街
地
活

性
化
に
取
り
組
む
関
係
者
間
の
合
意

形
成
手
法
等
調
査
事
業
」を
取
り
組

み
、
意
見
交
換
会
や
専
門
家
と
の
勉

強
会
、
報
告
会
な
ど
を
開
催
し
、
専

門
家
の
診
断
レ
ポ
ー
ト
報
告
の
概
要

を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
先
行
買
収

事
業
用
地
に「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
体
操

５
GO
！
５
GO
！
」看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。
専
門
家
の
診
断
レ
ポ
ー
ト
報

告
の
概
要
お
よ
び
健
康
体
操
の
詳
細

は「
ま
ち
づ
く
り
情
報
第
76
号
」
に

ま
と
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
街
な
か
対
策
課

企
画
振
興
係
1
�
１
１
８
６
へ
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
六
月
の
第
二
日
曜
日
を「
花
い

っ
ぱ
い
デ
ー
」と
し
て
市
内
各
所
で

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
い
ま
す
。
今

年
も
、
道
路
沿
い
な
ど
の
美
化
運
動

を
推
進
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
地
区
に
よ
り
実
施
日
が
異
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局(

社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
内)

1
内
線

３
３
３
４
へ
。

図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
図
書
室

は
、
館
内
の
特
別
整
理
、
図
書
館
電

算
シ
ス
テ
ム
変
更
の
た
め
、
六
月
二

十
三
日(
火)

か
ら
三
十
日(

火)

ま
で

休
館
に
な
り
ま
す
。
休
館
中
に
本
を

返
却
す
る
場
合
は
、
図
書
館
の
正
面

玄
関
左
側
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
、
視

聴
覚
資
料
は
壊
れ
や
す
い
の
で
、
後

日
、
返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
戻
し
て
く

だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1
�
０
５

５
０
へ
。

と
き

７
月
11
日(

土)

午
後
１
時
〜

５
時(

無
料
開
放)

利
用
期
間

７
月
11
日(

土)

〜
８
月

30
日(

日)

利
用
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午

前
11
時
〜
午
後
５
時
／
土
・
日
曜

日
、
祝
日
と
７
月
21
日(

火)

〜
８

月
24
日(

月)

、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

利
用
料
金

普
通
券
一
般
420
円
、
中

学
生
210
円
、
小
学
生
100
円
／
回
数

券(

11
枚
つ
づ
り)

一
般
四
千
二
百

円
、
中
学
生
二
千
百
円
、
小
学
生

千
円
／
更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料

100
円

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課(

市
民

体
育
館
内)

1

９
４
４
４
へ
。

賞
金

▽
１
等
２
億
円
▽
前
後
賞
５

千
万
円
▽
２
等
１
億
円
ほ
か

販
売
期
間

７
月
13
日(

月)

〜
31
日

(

金)

抽
選
日

８
月
11
日(

火)

支
払
い
開
始
日

８
月
17
日(

月)

詳
し
い
こ
と
は
、
�
群
馬
県
市
町

村
振
興
協
会
1
０
２
７(

２
９
０)

１

３
５
０
へ
。

と
き

７
月
26
日(

日)

午
前
８
時
30
分

と
こ
ろ

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

市
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
ス

コ
ア
ラ
ー
、
選
手(

計
20
人
以
内)

申
し
込
み

７
月
３
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課(

市
民

体
育
館
内)

1

９
４
４
４
へ
。

と
き
７
月
12
日(

日)

午
前
８
時
30
分

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
ほ
か

参
加
資
格

市
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム(

学

生
、
生
徒
、
児
童
は
除
く)

チ
ー
ム
編
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
選
手(

計
15
人
以
内)

申
し
込
み

６
月
19
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
市
民
体
育
館
へ(

白

沢
町
・
利
根
町
教
育
支
所
経
由
可)

詳
し
い
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼

田
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

1

�
９
４
４
４
へ
。

と
き

７
月
11
日(

土)

午
後
２
時
〜

５
時

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ(

グ
リ

ー
ン
ベ
ル
21
・
７
階)

演
題

現
代
の
忘
れ
も
の

講
師

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
理

事
長
　
渡
辺
和
子
さ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
国
立
病
院
機
構

沼
田
病
院
1

７
０
１
７
へ
。

税
務
職
員(

Ⅲ
種)

の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
書
請
求
先

最
寄
り
の
税

務
署(

総
務
課)

、
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
、
ま
た
は
人
事
院

関
東
事
務
局

受
付
期
間

６
月
23
日(

火)

〜
30
日(

火)

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

申
し
込
み

第
一
次
試
験
地
を
管
轄

す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

詳
し
い
こ
と
は
、
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
1
０
４
８
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広報ぬまた 平成21年６月１日広報ぬまた 平成21年６月１日

お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
情
報

６
月
14
日
は
花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
で
す

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

公
開
講
演
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
13
日(

月)

か
ら
販
売
開
始

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

春
季
特
別
整
理
期
間
で

図
書
館(

室)

が
休
館
に

���
���

月 ストレスと胃
火 食中毒にご注意
水 お子さんの耳は大丈夫
木 ノロウィルスの知識
金 頭痛とその対策
土･日　高齢者の難聴

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
10日(水)婦人科･皮膚科と18日(木)歯科です。
午後７時30分から9時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

税
務
職
員(

Ⅲ
種)

募
集

募
　
　
集

(

６
０
０)

３
１
１
１
、
ま
た
は
沼
田

税
務
署
総
務
課
1

２
１
３
１
へ
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室「
ワ
ー
ド
発
展
コ
ー
ス
」を
開
講

し
ま
す
。

と
き

６
月
23
日(

火)

か
ら
26
日

(

金)

ま
で
の
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室(

白
岩
町)

定
員

12
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

対
象
者

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

全
日
程
に
参
加
可
能
な
人
で
、
ワ

ー
ド
に
よ
り
簡
単
な
文
章
入
力
が

で
き
る
人(

初
心
者
教
室
受
講
済

み
の
人
も
可)

内
容

タ
イ
ピ
ン
グ
テ
ス
ト
・
文
字

数
の
多
い
文
書
の
作
成
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

申
し
込
み

６
月
２
日(

火)

〜
14
日(

日)

※
電
話
、
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
直

接(

休
館
日
の
月
曜
日
を
除
く
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

�
３
４
９
７
へ
。

家
で
気
軽
に
続
け
ら
れ
る
運
動
を

紹
介
し
ま
す
。

と
き

①
７
月
22
日(

水)

②
８
月
20

日(

木)

③
９
月
16
日(

水)

／
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

35
人

受
付
開
始
日

６
月
８
日(

月)

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
へ
。

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

沼
田
ま
つ
り
「
天
狗
み
こ
し
」
の
先

導
役「
天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
」

を
募
集
し
ま
す
。
た
た
き
手
は
、
七

月
の
毎
週
火
・
金
曜
日
の
夜
に
行
う

練
習
と
八
月
三
日
・
五
日
の
沼
田
ま

つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
の
中
学
生
以
上
25
歳
未
満
の

健
康
な
女
性
で
、
練
習
と
沼
田
ま

つ
り
の
両
方
に
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

電
話
で
、
沼
田
商
工
会

議
所
青
年
部
事
務
局
へ

※
決
定
者
に
は
、
練
習
日
を
連
絡

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
議
所
1
�

１
１
３
７
へ
。

と
き

７
月
５
日(

日)

か
ら
26
日(

日)

ま
で
の
毎
週
日
曜
日(

全
４
回)

午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

沼
田
東
小
学
校
プ
ー
ル

対
象

市
内
小
学
生

定
員

50
人(

先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
沼
田

利
根
水
泳
協
会
員

受
講
料

無
料(

た
だ
し
傷
害
保
険

料
600
円
は
、
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

６
月
15
日(

月)

か
ら
30

日(

火)

ま
で
に
保
険
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ(

白
沢
町
・
利
根

町
教
育
支
所
経
由
可)

詳
し
い
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼

田
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

1

�
９
４
４
４
へ
。

六
斎
市(

市
民
協
働
事
業)

実
行
員

会
が
、「
ま
ち
な
か
探
訪
」と「
う
た
ご

え
広
場
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
ま
ち
な
か
探
訪

と
き

６
月
14
日(

日)

午
前
10
時

と
こ
ろ

須
賀
神
社(

中
町)

参
加
費

千
円(

商
品
券
と
交
換)

募
集
人
数

30
人(

先
着
順)

コ
ー
ス

須
賀
神
社→

妙
光
寺→

金

剛
院→

商
店→

神
明
宮→

商
店→

須
賀
神
社

申
し
込
み

六
斎
市
実
行
委
員
会
へ

▽
う
た
ご
え
広
場

と
き

６
月
14
日(

日)

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

須
賀
神
社(

中
町)

参
加
費

500
円(

飲
物
代)

演
奏
者

秋
桜(

コ
ス
モ
ス)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
委
員
会
1
�

２
０
０
５
へ
。

利
根
沼
田
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ち
だ
で

は
、
心
と
脳
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
元

気
に
な
る「
音
楽
療
法
の
体
験
学
習
」

と
、「
簡
単
に
行
え
る
音
楽
を
使
っ
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
」に
つ

い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

６
月
25
日(

木)

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

内
田
病
院
５
階

講
師
　
音
楽
療
法
士

高
橋
由
貴
子
さ
ん

定
員

50
人(

先
着
順
、
参
加
費
無
料)

持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
で
タ
オ

ル
を
１
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

６
月
18
日(

木)

ま
で
に

利
根
沼
田
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ち
だ
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1
�
１
２
３
１
へ
。
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ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
募
集

小
学
生
水
泳
教
室

「
ま
ち
な
か
探
訪
」と「
う
た
ご
え

広
場
」参
加
者
募
集

健
康
運
動
教
室「
レ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」夏
コ
ー
ス
参
加

者
募
集

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1�２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

■予防には、｢手洗い｣、｢うがい｣が重要です
■心配なときは、医療機関へ行く前に、まず、｢発熱電
話相談｣へ相談しましょう
○電話相談窓口 利根沼田保健福祉事務所1 ２１８５

○受付時間 午前９時～午後５時30分(土・日曜日、祝
日も含む)
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０６へ。

新型インフルエンザ

音
楽
療
法
講
習
会
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広報ぬまた 平成21年６月１日

市
内
の
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生

を
対
象
に
開
催
さ
れ
る
沼
田
ネ
イ
チ

ャ
ー
キ
ッ
ズ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
手
伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

８
月
７
日(

金)

〜
９
日(

日)

２
泊
３
日

と
こ
ろ

旧
南
郷
小
学
校

仕
事
内
容

食
料
・
資
材
の
管
理
、

搬
入
お
よ
び
各
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
指
導
者
の
補
助
な
ど

対
象

18
歳
以
上
の
野
外
活
動
に
興

味
が
あ
り
、
１
泊
以
上
の
参
加
が

で
き
る
人

定
員

若
干
名

申
し
込
み

６
月
26
日(

金)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
３
へ
。

県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
各
種
保

証
制
度
、
金
融
や
経
営
に
関
す
る
こ

と
な
ど
の
金
融
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要

と
き

毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時(

変
更
の
場
合
あ
り)

と
こ
ろ

沼
田
商
工
会
議
所

用
意
す
る
も
の

運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
会
1
０
２

７(

２
３
１)

８
８
１
９
、
ま
た
は
同

協
会
沼
田
連
絡
所(

沼
田
商
工
会
議

所
内)
1
�
１
１
３
７
へ
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
六
月
二
十
八
日(
日)

か

ら
七
月
四
日(

土)

ま
で
を
強
化
週
間

と
し
て
、「
い
じ
め
」、「
体
罰
」、「
虐
待
」

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相

談
・
悩
み
ご
と
の
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
110
番
専
用
電
話

1
０
１
２
０(

０
０
７)

１
１
０

受
付
時
間

▽
月
曜
日
〜
金
曜
日
／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
▽
土

・
日
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５

時詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
1
０
２
７（
２
２
１
）

４
４
２
６
へ
。

前
橋
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
員
が
電
話
で

相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
法
律

専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
30
分(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く)

相
談
窓
口

財
務
省
関
東
財
務
局
前

橋
財
務
事
務
所
総
務
課
多
重
債
務

相
談
窓
口
1
０
２
７(

２
２
１)

４

４
９
５

就
職
情
報
の
提
供
や
適
性
診
断
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
若
者
の
仕

事
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料

と
き

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分(

祝
日

と
年
末
年
始
を
除
く)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
４
階
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

詳
し
い
こ
と
は
、
同
サ
テ
ラ
イ
ト

1
�
１
１
５
５
へ
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
に

地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
完
全
移
行
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
か
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
に
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
や
共
同
受
信

施
設
の
改
修
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。県
民
地
デ
ジ
電
話
相
談
で
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
関
す

る
相
談
に
電
話
で
お
答
え
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

(

祝
日
を
除
く)

相
談
窓
口

県
民
地
デ
ジ
電
話
相
談

1
０
２
７(

２
２
６)

２
３
３
３

募
　
　
集

沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

相
　
　
談

金
融
相
談
会

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」強
化
週
間

多
重
債
務
相
談

県
民
地
デ
ジ
電
話
相
談

ふれあい福祉センター

７月の休館日
6．13．20．27日
1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
と　き ６月11日(木)・７月10日(金)

午前10時～11時30分
内　容 血圧測定･握力測定

歯科相談(６月のみ)

カラー印刷・自費出版・チラシ・パンフレット他

印刷のことならご相談下さい

有限会社 利根印刷所
323-0131番㈹/524-1854
055050-3539-1855 e-mail:p-tone@po.wind.ne.jp

金井憲子バレエアーツ
バレエを通して、子供達に豊かな感性と
正しい所作を育てることを目指しています。
・レッスン日　火・木
・３歳から初心者歓迎
・スタジオ　西倉内町608の1

三川建設ビル４F
・連絡先　０９０－４９３２－１０４７（金井）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
北
毛
サ
テ

ラ
イ
ト
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４３

市役所1○23２１１１ 白沢町振興局1○53２１１１ 利根町振興局1○56２１１１

市 民 献 血

にこにこ健康相談

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

７月のこあらクラブはお休みです

７月24日(金)

７月27日(月)
７月13日(月)

７月15日(水)

７月８日(水)

午前９時30分～10時

午後１時15分～１時45分

午前10時～正午
午後１時～３時30分
午前10時～正午
午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

利根保健福祉センター

利根保健福祉センター

保健福祉センター

白 沢 創 作 館
市役所市民ホール

保健福祉センター

保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

１歳６カ月児
３ 歳 児
こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児

10 カ 月 児
１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ
わんぱくクラブ
２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

16歳～69歳(65歳以上の人は、60～64
歳の間に献血経験がある人に限ります)

平成19年10月～12月生まれ
平成18年３月～５月生まれ

平成19年４月～７月生まれ

保健ガイド ７月

とき ６月１日･８日･15日･22日･29日／７月６日･13日･21日･
27日、午後１時～３時

ところ 保健福祉センター３階相談室

とき 月曜日～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室

とき ６月４日･18日、７月２日･16日の木曜日／午前９時30
分～正午、午後１時～４時(午前８時30分から市役所市民ホ
ールで番号札による受け付けを行います)

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１時～３時
ところ 市役所市民相談室

とき ６月２日･９日･16日･23日･30日の火曜日／午前９時～午
後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 月曜日～金曜日(祝日を除く)／午前８時30分～午後５時
ところ 青少年育成相談センター(中央公民館２階事務室隣)、電
話相談の場合は、1○23５４１１へ。メール相談の場合は、
soudan-center@n-numata-boe.gsn.ed.jpへ

とき ６月17日(水)、７月15日(水)
午後１時30分～４時／あらかじめ電話で予約を受け付けてい
ます。社会福祉協議会1○22１９９０へ
※沼田市民に限ります
ところ 保健福祉センター３階相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと・結婚・人権・行政相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(友達・学校・家庭のことなど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

健
康
診
査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

全市対象

本庁・白沢町管内の人

利根町管内の人

「妊娠届出書」を持参してください

７月７日(火)
７月29日(水)
７月21日(火)
７月16日(木)
７月１日(水)
７月30日(木)
７月３日(金)

７月31日(金)

平成21年２月21日～３月17日生まれ
平成21年３月18日～４月10日生まれ
平成20年９月３日～９月28日生まれ
平成19年12月13日～平成20年１月10日生まれ
平成18年３月26日～４月23日生まれ
平成18年４月24日～５月16日生まれ
乳児(１歳未満)
幼児と保護者
平成19年６月・７月生まれ

７月のマタニティーセミナーはお休みです

とねしん




